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学校や地域に関する情報

（１）学校規模

児童数 579 名、教職員数 33 名、学級数 19

学級（平成 22 年４月現在）

（２）学校の教育活動の特色

　「ともに学びをきりひらいていく児童の

育成」という学校教育目標の実現へ向け、

教師が児童たちに育てたい資質・能力を明

確にもち、目の前の児童たちの思いや実態

をとらえ、児童たちと共に学びを創り上げ

ていくようにしている。

（３）地域の特色

　横浜市の中心部よりやや南に位置し、住

宅地と商業地が混在したエリアである。交

通の大動脈である鎌倉街道や桜の名所・大

岡川などのほか、市内最古の寺院である弘

明寺観音や若宮八幡宮などの歴史スポット

も点在する。弘明寺観音の門前に発達した

弘明寺商店街は、現在も大勢の人で賑わっ

ている。

Ⅰ　総合的な学習の時間の全体計画

１．目標　

学校教育目標である「ともに学びをきりひら

いていく児童」を目指して、「探究的な学習を

通して、『自ら学びを創り、自分の生き方を考

える』」ことを目標の中心に置いた。また、本

校の目指す児童像である「求め続ける児童」「創

り上げる児童」「共に生きる児童」の３つを「主

体的、創造的、協同的」という言葉で表した。

さらに、児童自身が、活動目的を明らかにして、

９つの資質・能力を育成する「大岡の時間」
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最後まであきらめずに問題解決する姿を目指し

て、「『ひと』『もの』『こと』と粘り強くかかわ

る」と設定した。

２．育てようとする資質や能力及び態度　

学校教育目標と、「目指す児童像」をもとに、

９つの「単元で育てたい資質・能力」を設定した。

目指す児童像である「求め続ける児童」に迫

るための資質・能力として、「問題を把握する力」

「解決を構想する力」「構想を実行する力」の３

つ、「創り上げる児童」を目指して、「分析的に

思考し判断する力」「的確に表現する力」「学び

を振り返る力」の３つ、「共に生きる児童」を

目指して、「自己や他者を理解し、共感する力」

「豊かに感じ取る力」「学びや生活に生かす力」

の３つ、合わせて９つの資質・能力を設定して

いる。

３．内容　

本校では、適切な内容に基づいて、毎年、学

級ごとに単元開発を行っている。内容の拠り

どころになるのは、「単元づくりの内容的価値」

として学校で定めている、「地域」「環境」「福祉」

「生活」「生命」「文化」の６つである。目の前

の児童たちの思いと教師の願いを元に、単元で

の学びを通して学びとる内容を明らかにした上

で、単元を立ち上げるようにしている。その際、

前年度までの学びの履歴を考慮することで、幅

広い内容を通して学べるように配慮している。

４．その他の特色

学級カリキュラムを採用している本校では、

学級独自の学びを追究する総合的な学習の時間

の創造を目指している。全体計画や、内容と資

質・能力等を表した「学びを創り出す指針」を
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もとに、「年間活動計画」を作成しているが、

４月の第１版作成後も、児童の実態や学びの状

況を考慮して、随時修正を加えている。「年間

活動計画」は、総合的な学習の時間と教科等との

関連を考える上でも有効な資料となっている。

実際の単元開発に当たっては、教師の「勘」・

「知恵」・「技」を働かせている。単元をデザイ

ンする力が「勘」、素材の価値を分析する力が

「知恵」、学びを見取り授業をコントロールする

力が「技」である。この３つを活用することで、

児童たちにとって価値ある学びを創り出すこと

ができる。また、この３つの力を理解し実践し

ていくことは、教師の力量形成にも寄与してい

る。

学びを見取ることに関しては、単元ごとの評

価規準である「学びの規準」を作成し、児童た

ちの学びを見取るとともに、授業改善にも活用

している。「学びの規準」は、９つの「単元で

育てたい資質・能力」を、単元の学習内容に合

わせて、具体的な児童の姿として表したもので

ある。

問題解決的な単元開発、「学びの規準」の設

定と運用という２点に重点を置いて、実践を進

めているところである。
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　  「大岡の時間」の目標

探究的な学習を通して、「ひと」「もの」「こと」に粘り強くかかわりながら、
主体的、創造的、協同的に問題を解決し、自ら学びを創り、自分の生き方を考える子ども

横浜市基本構想
横浜教育ビジョン
横浜版学指導要領

知：「教科との関連を図り、探究的な学習を通して、学び方やものの考え方を身に付ける」
徳・体：「仲間と協動的に活動に取り組む中で、よりよい自己の生き方を考える」

公：「横浜の課題、まちのよさや特色に気付き、積極的に社会にかかわっていこうとする」
開：「様 な々人とのコミュニケーションを通じて、広く社会や世界を見渡し、自分のすべきことを実践する」

横浜市立大岡小学校「大岡の時間（総合的な学習の時間）全体計画

学校教育目標
ともに学びをきりひらいていく子どもの育成

目指す子ども像

日本国憲法
教育基本法
学校教育法

学習指導要領

子どもや地域の実態
地域の願い

保護者の願い
教職員の願い

南中学校の学校教育目標
幼稚園・保育園の経営方針

「求め続ける」子ども 「創り上げる」子ども 「共に生きる」子ども

学びへの関心・意欲を強く
もち、常に学びを求め、自
分から学び、学びの対象に
粘り強くかかわる子ども

自分の思いや願いを大切に
し、進んで自己の改善を図り、
質的な高まりを目指して、創
造的に学ぼうとする子ども

「ひと」「もの」「こと」に積極的
にかかわりながら様々な活動を生
み、互いに支え合い、ともに学び、
学びや生活に生かしていく子ども

｢大岡の時間｣

★自分の思いや願い
を大切にして子ど
もが主体的に追究
し、問題解決する
学習。

★体験的な活動を重
視し、まちの様々
な素材の中から子
どもたちにとって
必要感のある学び
を目指し、単元開
発を行う。

★学級カリキュラム
のよさが活かせる
よう、年間活動計
画を作成し、意図
的・計画的に展開
する。

求
め
続
け
る

問題を把握
する力

事象をよく見つめ､ 追究する価
値のある問題を見いだす。

解決の構想
をする力

解決の方法や手順を考えなが
ら、適切な計画を立てる。

構想を実行
する力

自他の思いや願いの実現に向け
て､ 粘り強く行動する。

創
り
上
げ
る

分析的に思考
し判断する力

事実や根拠をもとに多面的に思
考し､ 判断していく。

的確に表現
する力

表し方を工夫し､ 表現の喜びを
味わいながら､ 自分の思いや願
いを的確かつ効果的に表現する。

学びを振り
返る力

問題や方法､ 結果などを吟味し､
よりよいものにしようとする。

共
に
生
き
る

自己や他者
を 理 解 し、
共感する力

自他の考えや行動を比較し､ 自
分らしさを知ると共に､ 他者の
様々な考えや行動を認め､ 受け
とめる。

豊かに感じ
取る力

「ひと」「もの」「こと」に進ん
でかかわり、不思議さやすばら
しさ､ 美しさなどに対する感性
を豊かにする。

学びや生活
に生かす力

他者と支え合い、自分の思いの
実現に向けて学んだことを生か
そうとする。

地
域

○地域の人とのかかわり、ふれあい
○地域への愛着
○地域に生きるよさの実感
○地域の特徴の理解
○地域に生きる一員としての自覚 など

環
境

○自然に親しむ心
○科学的追究力
○環境問題への興味・関心
○生物と人間の共生に努力する心
○環境に配慮した生活改善 など

福
祉

○豊かな人権感覚
○障害のある人への理解
○高齢者とのかかわり など

生
活

○自己の生活の振り返りと改善
○食生活への関心
○自己の成長の実感
○安全な生活を目指す態度
○社会生活への関心
○健康への関心 など

生
命

○生物への興味・関心、愛着
○命のつながりの実感
○生命を慈しむ心
○生きることのすばらしさの実感 など

文
化

○異文化理解
○異文化への共感
○伝統文化への興味・関心
○国際理解 など

教科等の内容

※「全体計画」に加えて、学年ごとに作成している「学びを創り出す指針」、学級で作成する「年間活動計画」、単元ごとに作
成する「学びの規準」を基に、学習活動を計画している。

単元で育てたい資質・能力 単元づくりの内容的価値
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Ⅱ　総合的な学習の時間の実践事例

第 4学年　「全国タウンマンホールうかがいたい」

１．年間指導計画

　本年度は、一年間に二つの単元を設定し追究していくこととした。一つ目は、地域の河川のことや、

上水道・下水道などを探る「大岡ウォーター探てい団」の単元。その活動の中で、マンホールに焦点を
あてながら、二つ目の単元「全国タウンマンホールうかがいたい」を立ち上げていく。身近なものを追
究する単元から始まり、児童の興味関心から調査対象を全国に広げ、デザインの由来を取材する活動を
行う。二つの単元を通して、自分たちの住む地域をクローズアップしていけるような活動を行っていき
たい。身近なまちを見つめ直していくことができる児童の育成を期待し、年間の活動を行っていく。
　また、社会科を中心として各教科等との関連を図っていきたい。特にマンホールという「もの」やそ
こに描かれたデザインは、第４学年の社会科の内容である「水道」「消防」「自分の住む県」の学習と、
広く結び付けて活動することができると考えた。

２．単元計画
（１）単元設定の理由
5 月、児童は、学校の正面を流れる大岡川の

護岸にある穴に関心をもち、その穴はまちにた
まった雨水を逃がす「出口」であることを学ん
だ。そして、雨水の「入口」である雨水ますや、
下水道につながる「マンホール」に関心をもつ
ようになった。「ふたには面白いデザインがあ
る」という児童の姿を見て「マンホールのデザ
イン」の単元化を考えた。
マンホールという素材は、地域の特色をよく

表していて、自治体ごとに多種多様なデザイン
があるという面白さがある。また、一つの道路
にもたくさんのデザインがあり、用途が区別さ
れていたり、滑り止めに使われていたりという
機能面の工夫もあり、まちづくりにつながる側
面もある。児童が、改めて「まち」を見つめる
学びができる素材であると考えた。
さらに、様々なマンホールのデザインを集め

て、それを分類・整理していく活動からは、「分
析的に思考し判断する力」、また、それぞれの
デザインに込められた思いを読み取ったり、そ

れぞれの地域の人から聞きとったりする活動で
は、「豊かに感じ取る力」など、本校の学びで
児童に身に付けさせたい 9つの資質能力が十分
に身に付くと判断し、単元として設定した。
（２）単元の目標
○マンホールに描かれているものや、描かれて
いる理由について詳しく知りたいという思い
の実現に向けて、解決の見通しを立て、調査
を行うことができる。

○様々な市町村のマンホールを収集・分類した
り、取材したりして、デザインに込められた
思いや意味を的確かつ多角的にとらえる力を
身に付ける。

（３）単元の評価規準
○マンホールのフタのデザインに関心をもち、
様々なデザインを調べる意欲をもつ。

○マンホールのふたのデザインには、単純に有
名なものが選ばれているのではなく、そこに
住む人・観光客・仕事で使う人にとって意味
があることが分かっている。
（上記規準など、「学びの規準」を詳細に作成

し、評価に生かしている。）

●● / 月  4　　　　　 5　　　　　 6　　　　　 7　　　　　 8　　　　　 9　　　　　10　　　　　11　　　　　12　　　　　 1　　　　　 2　　　　　 3　 時間数

こだわり

学習

教科等

1．大岡川の大きな穴の秘密を探ろう。
（30 時間）

・あなから出る水と、雨水や側溝の水を比
較する。

・雨の日と晴の日のまちの様子の違いを観
察する。

・雨水放流管について知る。
2．まちをめぐる水を調べよう。（10時間）
・マンホールをたどってみる

3．大岡のまちに合うデザインを考えよう（22 時間）
・ベイブリッジよりも、自分たちのまちを PR できるデザイン

を考える計画を立てる。
・まちを歩いたり、いろいろな年代の方に話を聞いたりして、

大岡のまちのよさや特徴を考える。
・デザイン化したい物や効果を考えながら、実際にデザイン案

を作成する。

1．全国のマンホールデザインを集めよう（25 時間）
・様々な地域のマンホールのふたのデザインを収集する。
・特徴ごとに分類する。
・デザインされたものをとおして、地域の特徴を知る。
・どうしてマンホールのふたにデザインが？デザインの

必要性を調査する。
・マンホールを通して、神奈川県のいろいろなまちを知

ろう

2．横浜のマンホールデザインを追究しよ
う？（15 時間）

・横浜のマンホールのデザインをよく見て、
描かれているものを読み取る。

・まちの人にアンケートをとり、「横浜」
のイメージ調査を行う。

・まちの人のイメージと、描かれているデ
ザインを比較する。

大岡ウォーター探偵団　40時間 全国、マンホール伺いたい62時間

地図帳を使ってみよう②　ゴミはどこへ⑮　水も旅を調べよう⑩下水道の
役割は

もしも火事が起きたら⑩消
火栓マンホールを見せても
らおう

　神奈川県をもっと知りたい。　　まちの安全点検⑪　昔は海だった⑯　20　神奈川県の伝統工芸⑩
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３．学習活動の実際

（１）「全国の市町村マンホールデザインを集め

よう」の実践から

「まちにある

マンホールに

は、面白いデ

ザインが描かれ

ている。他のま

ちも同じなのか

な。」そんな児童の疑問から、活動が始まった。

児童は、全国のマンホールのデザインに興味を

もち、収集活動を行った。この小単元には、「デ

ザインに込められた思いや願いをとらえること

ができる。」という資質・能力を児童に身に付

けていってほしいという、教師の願いがあった。

様々なマンホールのデザインを収集し、そ

の特徴を「木や花」「伝説」「建物」など分類

していく学習で、児童は「マンホールのデザイ

ンはその地域の有名なものが選ばれている。」

ということに気付い

た。しかし、デザイ

ンの面白さだけに気

を取られて、作り手

の意図に向かう児童

がいなかった。

それを修正してい

くためには、市役所

の方やマンホールをつくっている会社の方に電

話をかけて生の声を聞いたり、様々な地域出身

のかたの話を聞いたりするなど、人とかかわる

活動が必要だろうと考えた。そのために、次の

一時間の本時目標を「デザインを分類・整理し

て考えたことを話し合う中で、マンホールデザ

インには地域の特色が表れていることを理解す

るとともに、デザインが施された理由に関心を

もつことができる」として、授業に向かった。

児童は、それぞれのまちで一つ一つデザインが

違うことを理解し、面白さを感じていた。その

ため、インターネットや親せきなどを頼りにマ

ンホールデザインの収集を続けていきたいとい

う願いがメインとなっていた。ここで、デザイ

ンの収集だけでなく、その意味を考えてほしい

と考え、特徴的なデザインである「アンパンマ

ン」や「はし・茶碗」を提示した。

すると、「全国で有名なアンパンマンがどうし

てその町のマンホールなのか。」「はし・茶碗は

食べ物に関係するのに、どうして足で踏まれる

ところにデザインするのか」など、容易には解

決できない問題が出てきた。そして、実際にそ

のまちの役所に電話して、どうしてそのデザイ

ンなのか聞いてみたいという発言も続いた。デ

ザインが施された理由に関心をもち、実際に人

に聞いていこうという学習の方向付けができた。

これまで、Ａ児は北海道函館市のデザイン

に「イカ」が採用されていることを、ただ「か

わいいイカちゃんです」と紹介していた。し

かし、追究の深まりと

ともに、函館市役所の

方に「イカは函館の宝

だから」という話を聞

き、イカが有名である

ことよりも、函館の人の自分のまちを思う気持

ちを、感じ取るようになっていった。

この小単元の振り返りでは「歩き方が変わっ

た」という児童の言葉が聞かれた。買い物や旅

行などで違う町に行ったときに、マンホールの

ふたのデザインや、ロゴマークなどに目がいく

ようになったという児童が多かった。さらに、

なぜそのデザインなのかという意味を考えるよ

うになったという意見が多くあった。一つのデ
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ザインに注目し、それを読み解こうとする児童

の力が育ってきたと考えている。

さらに、児童は、身近な横浜市のマンホール

のデザインに関心を寄せるようになってきてい

た。

（２）「横浜のマンホールデザインを追究しよ

う」の実践から

この小単元では、

横浜市のマンホール

デザインについて調

査した。

まず、学級全体で

横浜市のマンホール

のデザインを観察し

直した。その結果、「海に関係がありそうだ。」

「横浜市は海が有名なのかな。」という意見が

あがった。児童の住む南区には海がないため、

横浜市＝海というイメージは意外だったよう

だ。そこで地域の人へインタビューを行い、そ

れを整理した。結果は、「横浜といえば、ベイ

ブリッジ」と答えた人が一番多く、マリンタ

ワー、カモメなど、海に関係するイメージをも

つ人が多いことをつかむことができた。「港」

と答えた人も多かったことに注目し、すべてが

「港」というイメージにつながるということに

気付くことができた。また、横浜には、港や海

に関係するデザインのマンホールが他にもいく

つかあることが分かり、「横浜市といえば港と

いうイメージをもつ人が多く、観光客や市民に

親しまれている。」と、まとめることができた。

また、社会科では、神奈川県の他市町村のマ

ンホールデザインを教材とした。横浜市のマン

ホールを調査していたことで、「他のまちはどう

なのだろう」「どんなデザインがあり、まちに

はどんな特徴があるの」と意欲をもち、学習に

のぞんでいた。社会科の小単元目標である「県

（都、道、府）の位置や地形、土地利用や交通

網の様子などについて、地図などの資料を活

用して調べ、県（都、道、府）の特色を考える

ようにする。	〔指導要領内容（6）ア、イ、エ〕」

を目指した学習活動を行うことができた。マン

ホールのデザインを切り口に、児童は各市町村

の特徴をとらえ、自分の住むまちと比べながら

考えることができた。

児童は、自分の調べたまちのことを発表し

合う中で、「同じ神奈川県なのに、場所によっ

て特徴が全然違う。」と振り返ることができた。

また、マンホールのデザインが、そこに住む人

のイメージに合ったものであることなどをつか

むことができた。一方、「やっぱり大岡の町に

はベイブリッジは合わない。もっと自分たちの

まちを表すものを考えてみたい。」という意見も

出るようになった。

そこで、大岡のまちに合うマンホールのデザ

インを考えることを通して、改めて自分たちの

まちを見直す活動へと発展させていった。

（３）「大岡のまちに合うデザインを考えよう」

の実践から

この小単元を、単元全体のまとめに位置付け

ようと考えた。そのために、児童に今まで学ん

だことを生かして、自分たちでデザインを考え

ていくという活動を行うことにした。

マンホールデザインの多くが、そのまちの特

徴と結び付くことや、それを端的に表すデザイ

ンが必要であることを重要なポイントとしてお

さえ活動に取り組んだ。

この活動を通し、改めてまちを見つめること

ができたとともに、まちに愛着をもつ地域の人

の気持ちにふれることができた。自分も、まち

に住む一員だということを感じ、高学年での学

習につなげることができたと考えている。
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